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②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動 永森　敬太

取り組種別 問題解決型

吉沢淳　（介護福祉士）

西村　望奈未 介護福祉士

佐山　いずみ 介護福祉士

岡田　直也 介護福祉士

介護福祉士

介護福祉士吉沢　淳

中井　政宗 介護福祉士

介護福祉士

介護福祉士

佐藤　勝利

伊藤　智恵美

稲垣　卓美

令和5年4月　～　令和5年12月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　オムツにかかっているコストを

（目標値）１０％下げる（令和5年11月末までに）

①オムツ補充に関するマニュアルを作成する
②オムツの発注管理を定数管理で行う
③オムツの選定方法として尿量測定と腹部大腿部の周囲測定を行う
④尿量測定に関する資料をフロアで周知する
⑤動画を準備し、繰り返し学ぶ事ができる

（実施前）　437,302円（ひと月当たり）
（実施後）　390,901円（ひと月当たり）　　46,401円削減

標準化：オムツの定数発注を、無駄なく行うため、排泄委員が１カ月に１回確認する

教育：オムツの当て方を、正しく行う為、教育委員が１年に２回、動画視聴させる

管理：オムツの選定を、統一して行う為、排泄委員が、３カ月に１度、マニュアル化する

中井
なかい

　政宗
まさむね

　（介護福祉士）ケアポート板橋

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

④その他

リーダー名
（職種）

回

活動期間
介護福祉士

施設名

演題名 特別養護老人ホームにおけるオムツ代の削減

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

介護業界を取り巻く環境は、非常に厳しいものである。直近の調査によると、介護施設の6割以上が赤字経
営である。施設の主な収入源は、介護報酬による為、経営努力による大幅な増収が見込めない現実があり、
収入を大幅に増やすには、人件費の抑制、経費に削減といった手段が考えられる。介護職員が行う事が出
来る経営的な努力は、経費削減だと考え、T型マトリックス図を用い評価を行い、今回のテーマに取り組む事
としました。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 14



使用するオムツの種類を
決定する際の判断基準を
知っているか把握する為

オムツ代に対してコスト意
識があるか把握する為

オムツの吸収量を
知っているか把握する為

オムツの正しい当て方を
知っているか把握する為

【テーマ選定・背景】
 介護業界を取り巻く環境は、非常に厳しい状態である。調査によると、特別養護老人ホームの経常利益は
年々減っており、赤字経営の施設割合は６割を超えている。施設の主だった収入は介護報酬である為、
経営努力による大幅な増収は見込めない現実があり、わずかでも、収入を増やして行くためには、
経費を抑えていく必要がある。介護職員が行う事ができる経費削減として、水道光熱費、オムツ代、
残業代の削減等が考えられた。施設、職員、ご利用者の３方にとってメリットがある事は、
オムツ代の削減ではないかと考え、今回のテーマに取り組む事としました。

方法目的 内容

【現状把握】

年間、オムツのコストが
いくら掛かっているか
把握する為

オムツ１枚当たりの
値上げ額を把握する為

納品書の
金額を確認

職員がオムツの値段を
把握しているか知る為
（コスト意識があるか）

全職員に
テスト実施

使用していいるすべての種類のオムツ（14
種）の１枚当たりの単価を算出

全職員に
テストを実施

全職員に
テストを実施

全職員に
アンケート実施

結果

１年で約１４０万増加

全ての種類のオムツが
１枚当たり５円以上値上げ

Ｑ１把握している職員は全体の４
４％
Ｑ２把握している職員は全体の１．
８％

Ｑ、正解率３７％
※勤続年数に比例して正解率が高
い

Ｑ．全種類の吸収量を
　　答える事が出来た職員は０％

Q．尿測を基準に決定する６５％
Q．変更の度、尿測を実施０％

Ｑ１、最も高額なオムツの種類は？
Ｑ２、最も高額なおむつは？等テスト実施

令和３年　約５００万円　令和４年　約　６４０
万

Ｑ．オムツの正しい当て方を記述式にてテ
スト
※勤続年数にて層別

Ｑ．オムツ（全種類）の吸収量を
記入式にてテスト

Ｑ．オムツの種類を決める際、
　　何を基準に決定していますか？

現状把握で算出したオムツ代（ひと月当たり）　　　　４３７，３０３円
値上がり前の金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　３９９，５２８円

　　　　　差額３７，７７５円（８．６％）　　差額分の８．６％を上回る１０％を目標とした

チェック表を基に実際のオムツ使用枚数をカウント

全職員に
アンケート実施

Ｑ１．把握している職員４３％
Ｑ２．把握している職員７８％

【目標設定】
何を

いつまでに

根拠

チェック方法

オムツにかかっているコストを

Ｑ１オムツにかかるコスト（年間）を把握していま
すか？
Ｑ２オムツ代が値上げされた事を把握しています
か？

令和５年11月末までに どうする １０％削減する（ひと月当たり）

テーマ選定（マトリックス図） テーマ選定の背景



①

【対策の立案】　　　

⑥
正しいオムツの当て方を
学ぶ機会が少ない

今年度の勉強は行わていない 〇

○

⑤
オムツ選定の際
尿量測定の必要性を理解していな
い

現状把握より必要性を理解していないと判定 〇

○

④
施設の財源と給料の結びつきが
理解できていない

現状把握より、真の要因でないと判定 ×

【重要要因検証】

【要因解析】

②
オムツの在庫管理の
マニュアルが機能していない

４名中３名の職員がマニュアル通りの発注を行えていなかった ○

③
オムツを選定する為の
マニュアルがない

オムツの選定に関するマニュアルはなかった

重要要因 検証、結果 判定

オムツを補充する為の
ルールが決まっていない

全ての階で、オムツ補充に関するルールは決まっていなかった



【反省と今後の進め方】

￥46,401　削減（目標達成率101％）
【無形効果】

【対策の実施】

①オムツ補充に関するマニュアルを作成する

②オムツの在庫管理を定数管理で行う

③オムツの選定方法として尿量測定と
　 腹部大腿部の周囲測定を行う

④尿量測定の必要性に関する資料をフロアで周知する

⑤動画を準備し繰り返し学ぶ事ができる

【効果の確認】
【対策前】 【対策後】

【標準化と管理の定着】


